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た経験は、ないらしい…。途中のあちこちで、車を停め、
道行く人にミャウンミャへの行き方を確認しながら進
む、の巻です。途中は、悪路の連続で雨季のため、やはり
水浸し。
　あ～、もしかしたら、無謀な日本人の遭難記事が、新
聞に載ってしまうかも…と緊張しながら、６時間。夜中
の１時に、無事にミャウンミャに到着したのでした！

　さて翌朝、名知先生と合流し、訪問したのはミャウン
ミャの町から、さらに車で30分ほど行ったところにあ
るモジョパンという村です。モジョパンまで、ハイエー
スで行くのはやはり無理と一刀両断され、名知先生の
ランクル（の荷台）に乗り換えです。村は原則、外国人
が立ち入れないエリアなので、名知先生の循環訪問を
お手伝いする形で、保健省に事前の届け出をすませて
の訪問です。

　今日の目的は、予防医学の観点から、歯磨きの必要
性を、村のコドモたちに教えること。

　そこで、まずは村のリーダーに、ご挨拶に伺います。
高床式の家屋に案内され、手作りの料理でおもてな
しを受けます。メニューは、村で採れた野菜と、つい
さっきまでその辺を歩いていた（と思われる）鳥のか
ら揚げなどをお米と一緒に食べる伝統的なミャン
マー料理。ぷらすグアバの実のデザート。これがなか
なかの美味でした！

　食事が終わると、学校へ向かいます。今日は、２ヵ月
前に巡回訪問した際に渡してある歯ブラシを、新しい
ものと交換です。一人ずつ、ていねいに名前を確認し、
前回、歯ブラシを渡したコドモかどうかを確認していき
ます。根気のいる作業ですが、１時間かけて、確認。終わっ

　しかも、無事にミャウンミャに着いたとして、到着予定
時刻は、夜中の12時です。名知先生が、宿泊所を予約して
くれたのですが、「ソレハ、ドコ？」
　真夜中にミャウンミャに着いたあと、真っ暗闇の中、バ
ス停からどうやって、ホテルにたどり着けばいいのだろ
う…？不安は募るばかりです。
　とはいえ、素人がのこのことミャウンミャくんだりまで
行って、迷惑をかけてしまうと思うと、これ以上名知先生
に余計な仕事をさせるわけにはいきません。ミャンマー
の通信事情の悪さも手伝って、一人悶々と、悩む日々。

　結局、ヤンゴン在住のツアー会社のアドバイスにした
がい、車とドライバーをチャーターして、ヤンゴンから
ミャウンミャまで行ってもらうことにしました。
　これで、メデタシ、メデタシ！
　…とは、いかないのが、さすがミャンマーです（笑）。

　自分たちで、車をチャーターしましたから、ご心配なく
～と、名知先生に連絡をしたところ、出発当日の朝になっ
て、成田に一本のメールが…。「村は（雨季で）水浸しだ
から、ランドクルーザーでないと無理ですからね～。ハイ
エースとかでは走れないので、気をつけてくださいね」
　いやいや、車高が高い、四駆の車でと手配はお願いして
あったけれど、車種の指定はしていなかったので、どんな
車が用意されているかはわからない。もはや飛行機に乗る
直前では、どうすることもできず…。
　ハラハラどきどきしながら、ヤンゴンまで６時間のフ
ライト。飛行場に迎えに来てくれたのは、やっぱりＮＧと
言われたハイエースで
した（汗）。車の中から、
ツアー会社に電話して、
ランクルに変更をお願
いするも、今日の今日で
は、どうすることもでき
ず…。とにかく行けると
ころまで行こう、という
ことになり、夜７時半に
ヤンゴンを出発です。
　何しろ、土地勘はまっ
たくのゼロ。しかもどう
やら、車のドライバーも、
ミャウンミャまで行っ

ミナミの国の、世界ウルルン記
　念願かなって、ミャンマーの農村部へ行ってきました。

　アジアは、どの国も同じですが、都心部と農村部は、これ
が本当に同じ国かしらんというほど経済格差があります。
　この３年間、毎月、一度のペースで、ミャンマーにつ
くった会計サービスの会社に出張してきたけれど、ヤン
ゴンという都会にいるだけではわからない、リアル・
ミャンマーを見たいと、ずっと思ってきました。
　昨年、ミャンマーで洪水が発生したときに、戸沢財団か
ら少しばかりの寄付をしたことがあります。そのご縁で
今回、ミャウンミャという村で、循環医療をされている名
知仁子先生を訪ねることになったというわけです。
　名知先生は、元もと日本医科大学に勤めていた、立派な
お医者さま。マザーテレサの言葉に刺激を受けて、日本と
いう安住の場をすて、ミャンマーのコドモたちのために、
人生のすべてをかけているという、天使のように素晴ら
しい方です。

　ミャウンミャは、ヤンゴンから南に車で、５～６時間の
ところにある農村地帯。今回ツアーの最大の難関は、方向
音痴の私が、ミャウンミャまで、自力で辿りつけるかとい
うことです…汗。
　なんと言っても、名知先生の、「ダウンタウンから、７時
のバスが出てるから、それに乗ってくれば大丈夫よ！」と
いう情報だけが頼りという心細さ…。
　どうやら、ヤンゴンからミャウンミャまでのバスは、一
日１本だけらしい…。
　７時ごろに出発するという、そのバスに乗り遅れたら、
その時点でアウト((+_+))！！らしい…。
　いや、そもそもミャウンミャ行の正確なバスの時間さ
え、わからない…。
　バス停の場所も、どこから乗ればよいのか、わからない…。
　ネットで調べても、どこにも出ていないし、ヤンゴン在
住のツアー会社に聞いても、よくわからない…。←ミャ
ウンミャは観光地ではないから、誰も知らないのです…。
　成田からヤンゴンの直行便が到着するのが４時ごろ。
それから、ホテルに荷物をおいて、着替えとコドモたちへ
のお土産をまとめて、ホテルを出るのが、６時ごろ。ダウン
タウンにある（らしい）、バスの発着場まで順調に行って、
ギリギリ７時というところでしょうか。渋滞に巻き込まれ
たり、バス乗り場を間違えたら、完全にアウト…。
　ま、間に合うのか、私…！！！

第 25 回

税理士。東京外国語大学卒業。ＴＡＣの全日本答練（現：全国公開模試）「財務諸表論」「法人税法」を全国１位の成績で、税理士試験に合格。直後
に出産。育児と両立させるため、１日３時間だけの会計事務所からスタートし、現在は全員女性だけのスタッフ30名、一部上場企業の子会社やグロー
バル企業の日本子会社などをクライアントにもつ。ミャンマーに会計サービスの会社を設立し、海外進出支援にも力を入れている。著書に『小さな会
社のための総務・経理の仕事がわかる本』『小さな起業のファイナンス』（いずれもソーテック社）、『51の質問に答えるだけですぐできる「事業計画
書」のつくり方（日本実業出版社）』『トコトンわかる株式会社のつくり方（新星出版社）』『世界一ラクにできる確定申告（技術評論社）』『一生食っ
ていくための士業の営業術（中経出版）』など。その他、｢経理ウーマン｣｢デイの経営と運営｣など雑誌への寄稿や、商工会議所、中小企業投資育成株
式会社、日本政策金融公庫などでの、セミナー実績も多数。

◆筆者 原 尚美 (はら なおみ) プロフィール

たら、ティン・
ニ・トン・ネ・
ガー（１、２、
３、４、５）と、
歌うように、
一緒に歯磨き
の練習をしま
した。上手に
できたご褒美
に、日本から
持参した爪切
りと、文具セットをプレゼント。名知先生からのリクエスト
で、爪切りには、可愛い鈴をつけてあります。文具セットは、
鉛筆と鉛筆削り、そして消しゴムです。鉛筆削りが面白い
のか、鉛筆を削って遊ぶコドモたち…(^^;

　さていよいよ、帰る段になると、覚えたばかりの日本
語、「こんにちは！」「ありがとう！」を何度も、何度も繰り
返しながら、コドモたちが、クルマの後を追いかけてきて
くれるではありませんか！
　きっとまた来るからね！と、心の中で叫びながらの、お
別れです。

　村には、電気も来ていないし、水も雨水の汲み置きで
した。泥だらけになった足を洗う水も、料理に使う水も、
同じかめの水だったように思います。このコドモたちが、
病気で短い生命を落とすことがないよう、地道な努力を
続けている名知先生には、頭が下がるばかりです。

　今回、はじめて知ったディープ・ミャンマーの実態。マ
ザーテレサの言葉ではありませんが、私は「この日本で私
のできること」、児童養護施設のコドモたちのサポートを続
けていこうと、あらためて思った、貴重な体験の旅でした。

アタマのいい人と勉強のできる人は違います。
勉強のできる人は、点をとるコツを知っているだけなのです。
どうすれば本番で実力以上の力を発揮して、難関試験に合格するための、超合理的な、大人の勉強法に
ついて書いたものです。
がんばっているのだけれど、なぜか結果のでない方、勉強したいのに、仕事が忙しくて時間がとれないビジ
ネスパーソン、今よりひとつ上の人生を目指したくて、悩んでいる方、このまま家庭の中だけに埋もれてしま
いたくない子育て中のママ、そんな皆さんへの応援の気持ちを込めた一冊です。

原 尚美 著（中経出版）　 1,300円＋税

７人家族の主婦で１日３時間しか使えなかった私が
知識ゼロから難関資格に合格した方法

好評
発売中

小学校での歯磨き指導

ぬかるんだ道を歩いて小学校へ


